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本
年
五
月
國
語
問
題
協
議
會
主
催
の
國
語
講
演
會
に
御
講
演
を
賜
り
た
る
小
澤
泰
裕
、
小
川
榮
太
郞
兩
先
生
共

に
最
近
の
國
語
水
準
の
低
下
を
御
指
摘
せ
ら
る
ゝ
に
、
世
の
中
の
進
歩
は
か
な
り
速
く
、
最
近
で
は
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
ス
キ
ル
・
テ
ス
ト
な
る
も
の
あ
り
て
、
各
種
の
集
團
に
就
き
、
文
章
の
理
解
度
を
測
定
、
解
析
す
る
技

法
な
り
と
云
々
。
之
を
小
中
高
各
學
年
別
に
實
施
結
果
を
解
析
す
る
に
、
何
れ
の
場
合
も
極
め
て
不
成
績
に

て
、
文
部
科
學
省
も
苦
慮
と
の
こ
と
な
り
。
特
に
小
川
先
生
は
、
生
徒
は
眞
實
讀
む
を
得
ず
、
文
字
通
り
に
取

る
と
て
、「
文
字
通
り
に
し
か
取
れ
な
か
つ
た
ら
、
俳
句
の
や
う
な
も
の
は
、
（
中
略
）
柹
食
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な

り
法
隆
寺
を
そ
の
ま
ま
取
つ
て
、
だ
か
ら
何
で
す
か
、
柹
を
食
つ
た
ら
法
隆
寺
の
鐘
が
鳴
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

上
は
讀
め
ま
せ
ん
つ
て
事
で
す
」
と
て
、
か
ゝ
る
話
が
プ
ロ
の
物
書
き
に
も
蔓
延
し
て
來
と
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ

た
り
。 

さ
れ
ど
こ
の
句
の
意
味
は
小
生
も
、
こ
れ
ま
で
能
く
理
解
も
せ
ず
に
來
れ
る
を
恥
ぢ
、
讀
解
を
試
み
む
と
す
。 

我
が
臆
解
の
主
題
は
、
「
食
へ
ば
」
と
「
鳴
る
な
り
」
の
二
語
な
り
。
ま
づ
「
食
へ
ば
」
は
「
食
ふ
」
の
已
然
形

に
偶
然
の
後
續
場
面
へ
の
連
結
を
示
す
助
詞
「
ば
」
と
の
組
合
せ
に
て
特
段
の
不
具
合
は
無
け
れ
ど
も
、
問
題

は
詠
者
が
柹
を
「
食く

ふ
」
と
す
る
に
あ
り
。
早
口
言
葉
の
練
習
句
と
て
「
隣
の
客
は
よ
く
柹
食
ふ
客
な
り
」
と

あ
る
も
、
一
般
に
自
分
の
食
事
は
「
食
ふ
」
の
謙
讓
語
「
食た

ぶ
」
、
「

頂
い
た
ゞ

く
」
を
使
用
す
。
作
者
正
岡
子
規
が
此

を
知
ら
ぬ
筈
な
く
、
正
式
の
語
法
に
値
せ
ぬ
食
べ
方
、
卽
ち
人
家
の
塀
越
し
に
、
或
い
は
街
路
の
木
に
實
り
た

る
柹
を
も
ぎ
て
「
食
ふ
」
な
ど
、
自
身
些
か
禮
を
失
す
る
振
舞
を
咎
む
る
所
に
、
法
隆
寺
の
鐘
の
音
を
聞
き
た

り
と
取
る
べ
し
。
而
し
て
「
鳴
る
な
り
」
の
「
な
り
」
は
動
詞
の
終
止
形
に
附
き
て
推
量
、
傳
聞
の
意
を
表
す

助
動
詞
に
し
て
、
そ
の
意
は
聽
覺
的
刺
戟
に
よ
る
推
量
を
基
本
と
し
、
他
方
視
覺
的
刺
戟
に
よ
る
推
量
を
原
義

と
す
る
「
め
り
」
と
一
對
を
な
す
。
偶
然
鳴
り
け
る
法
隆
寺
の
鐘
の
音
に
佛
樣
の
御
注
意
を
聞
き
知
り
た
る
詠

者
の
氣
持
に
は
誰
も
が
共
感
を
覺
ゆ
べ
し
。 

念
の
た
め
電
網
上
の
解
説
を
閲
覽
す
る
に
、
こ
の
句
明
治
二
十
八
年1
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子
規
二
十
八
歳
に
て
の
初
出
に
し

て
、
當
に
子
規
の
、
明
治
の
、
更
に
は
芭
蕉
の
「
古
池
や
」
に
竝
ぶ
俳
句
の
代
表
作
た
り
と
す
。
そ
の
天
才
に

も
驚
く
と
共
に
同
記
事
の
註
釋
は
我
が
臆
解
と
は
異
れ
り
。
序
で
に
「
古
池
や
」
も
閲
覽
、
そ
の
讀
解
も
亦
我

が
臆
解
と
異
な
り
有
れ
ば
、
念
の
た
め
左
に
示
す
。 

古
池
や
蛙
飛
込
む
水
の
音 

臆
解
：
江
戶
時
代
に
は
既
に
水
利
工
事
の
發
展
に
て
、
古
く
は
行
基
や
空
海
な
ど
の
先
覺
者
の
創
り
し
主
に
農

業
用
の
池
が
使
は
れ
ず
な
り
て
、
古
池
と
て
放
置
せ
ら
る
ゝ
多
か
り
け
れ
ば
、
人
々
の
關
心
も
薄
か
り
け
む
。

然
樣
な
る
古
池
一
つ
の
汀
に
佇
み
を
る
に
、
水
の
音
聞
え
、
見
れ
ば
蛙
が
飛
込
み
を
り
。
人
間
の
見
捨
て
つ
る

古
池
に
生
物
の
營
み
は
變
ら
ず
に
續
き
ゐ
る
、
自
然
の
偉
大
さ
を
豈
感
ぜ
ざ
ら
む
や
。 



上
記
二
句
何
れ
も
能
く
人
口
に
膾
炙
す
。
句
意
の
理
解
は
樣
々
な
れ
ど
、
手
の
屆
き
た
る
柹
の
實
を
食
ひ
、
池

の
畔
に
て
魚
や
蛙
を
追
ひ
た
る
少
年
時
代
を
思
ひ
出
さ
し
む
。
こ
の
傾
向
は
後
の
大
正
三
年1
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高
野
辰
之

作
詩
の
「
故
鄕
」
に
連
な
り
、
令
和
の
今
日
な
ほ
歌
は
る
ゝ
に
つ
け
、
か
ゝ
る
淳
朴
の
民
族
に
し
て
今
後
豫
想

せ
ら
る
ゝ
冷
酷
無
比
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
を
能
く
乘
切
る
を
得
や
、
和
魂
電
才
の
發
揚
を
望
む
や
切
な
り
。 

（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
八
日
受
附
） 

 


